
陳 情 第 ４ ０ ０ １ 号

令和元年７月１６日受理

（件 名） 伊佐市への新設特別支援学校設置についての陳情書

（陳情の要旨）

「子育てにやさしいまち」をめざしている伊佐市は，福祉・教育・医療・保健の連

携の充実から，私たち市民は安心して子育てできるまちと実感しております。乳幼児

健診・親子教室・子ども発達支援センター・トータルサポートセンター・保育所・幼

稚園・教育委員会，小児科医の連携は，県内だけでなく全国でも先進地と紹介されて

おり，さらに発展，充実していくことを願っております。

生活圏域で乳児期から早期の支援を受けることで，子どもは成長めざましく，また

保護者も安心して子育て生活を営んでいます。この人生の基礎を強固なものにするた

めに，学齢期のさらなる充実を願います。学齢期では，子どもは内面も外見も，青年

期に向けて大きな変化を遂げ，保護者の悩みも変化し，地域での繫がる力が必要とな

るときです。伊佐市では，乳児期から，開設20周年を迎えた「伊佐市子ども発達支援

センターたんぽぽ」で，地域と繋がった療育が行われております。その継続には，地

域密着型の特別支援学校の果たす役割が重要です。現在の伊佐市の障碍児教育の核と

しての出水養護学校は，伊佐市から遠方にあり，網羅する学区も広範囲で，学齢期の

教育機関としてはすベての子どもたちを支援できているとはいえない状況です。

地域に根差した特別支援学校の設置は，地域で繋がっている伊佐市のネットワーク

の拡大や充実に繋がります。このことは，障碍のあるなしに関わらず，伊佐市の全て

の子どもが笑顔で生活できることに繋がります。以上のことにより，地域に根差した

特別支援学校の設置を希望し，地域での学習会にも取り組んでいます。

障害者差別解消法により，合理的配慮が義務化されました。子どものニーズに応じ

た教育環境の整備は，当たり前のこととして考えられるべきではないかと思います。

そのためには，適正規模・適正通学時間・高等部卒業後の進路を考慮した特別支援学

校が必要です。

以上の趣旨に基づき，下記事項を重視した特別支援学校を伊佐市に設置していただ

きますよう強く要望します

記

１ 地域の学齢期支援のネットワークの核となる特別支援学校の設置をお顧いします。

２ 適正な規模で，障碍の種別に関わらず通える特別支援学校の設置をお願いします。

３ 子どもや親の送迎の負担の少ない自宅から30分以内で通える特別支援学校の設置

をお願いします。

４ 地域居住地校交流だけではなく学校同士の交流も充実して，子どもたち同士の理

解や地域の理解も深まるような交流及び共同学習を実施できるよう，特別支援学校

の設置をお願いします。

５ 放課後活動の充実した学校生活を送ることができる特別支援学校の設置をお願い

します。

６ 地域の理解を深め，働く揚や生活する場の充実を目指した特別支援学校の設置を

お願いします。

７ 高等部卒業後，ゆっくりじっくり学べる場を保障するために専攻科のある特別支

援学校の設置をお願いします。


